
３ 化学反応式と物質の量の関係

≪化学反応式≫・・・化学変化（化学反応）（新しい物質ができる反応（変化））を表わす式

（例）水素と酸素から水ができる式を作ってみよう。

〔式の作り方〕

Ａ 原料（反応物質）と製品（生成物質 ）の正しい化学式を書く。

水素・・・（Ｈ２ ） 酸素・・・（Ｏ２ ） 水・・・（Ｈ２Ｏ ）

ポイント１ 物質の化学式を記憶しているか？

（練習１）次の物質を表わす化学式を書きなさい。

① 窒素（ Ｎ２ ） ② 二酸化炭素（ＣＯ２ ） ③ 塩素（Ｃｌ２ ）

④ アンモニア（ＮＨ３） ⑤ 一酸化炭素（ＣＯ ） ⑥ 塩化水素（ＨＣｌ）

⑦ 二酸化窒素（ＮＯ２ ） ⑧ 酸化銅（Ⅱ）（ＣｕＯ） ⑨ 過酸化水素（Ｈ２Ｏ２）

Ｂ 原料（反応物質）を左辺に、製品（生成物質）を右辺に書き、矢印で結ぶ

（ Ｈ２ ） ＋ （ Ｏ２ ） → （ Ｈ２Ｏ ）

Ｃ 左辺と右辺で、それぞれの（原子 ）の数が一致するように、（係数 ）を決める。

係数は、最も簡単な（ 整数 ）とし、１は書かない。

Ｈ２ ＋ Ｏ２ → Ｈ２Ｏ

粒子で表すと ○○ ＋ ●● → ○●○

(ア) 酸素原子 ○○ ＋ ●● → ○●○ ＋（ ○●○ ）
を合せる

(イ) 水素原子 ○○ ＋ （ ○○ ） ＋ ●● → ○●○ ＋ ○●○
を合せる

よって （ ２Ｈ２ ） ＋ （ Ｏ２ ） → （ ２Ｈ２Ｏ ）

ポイント２ 含まれている原子の数をカウントできるか？

（練習２）次の化学式について、式に含まれている各原子の数はいくつか。

① ５Ｏ２ Ｏ １０個

② ８ＮＨ３ Ｎ ８個、Ｈ ２４個

③ ４ＮａＯＨ Ｎａ ４個、Ｏ ４個、Ｈ ４個

④ ３Ａｌ２Ｏ３ Ａｌ ６個、Ｏ ９個

⑤ ６Ｃｕ（ＮＯ３）２ Ｃｕ ６個、Ｎ １２個、Ｏ ３６個

Ｎ.Ｏ.２０
ポイント３ 係数を合せることができるか？

〔手順１〕とりあえず左辺の一番左はしの物質の係数を１と書く

〔手順２〕右辺で係数が決まる物質があるので、その係数を書く（とりあえず分数でもＯＫ）

〔手順３〕右辺で決めた係数により、左辺でも係数が決まる物質があるので、係数を書く

〔手順４〕手順２、３を繰り返し、すべての物質の係数を決める

〔手順５〕係数が分数になっている場合は両辺を何倍かし、係数を整数に変える

〔手順６〕係数１は消しておく

（練習３）次の化学反応式の係数を決めなさい

① Ｈ２ ＋ Ｃｌ２ → ２ＨＣｌ

② ２ＮＯ ＋ Ｏ２ → ２ＮＯ２

③ ２Ｃｕ ＋ Ｏ２ → ２ＣｕＯ

④ ＮＨ３ ＋ ＨＣｌ → ＮＨ４Ｃｌ

⑤ ２Ｈ２Ｏ２ → ２Ｈ２Ｏ ＋ Ｏ２

⑥ ４Ａｌ ＋ ３Ｏ２ → ２Ａｌ２Ｏ３

⑦ ＣＨ４ ＋ ２Ｏ２ → ＣＯ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ

⑧ ＣａＣＯ３ ＋ ２ＨＣｌ → ＣａＣ l ２ ＋ Ｈ２Ｏ ＋ ＣＯ２

ポイント４ 係数が決められない難しい化学反応式の場合は・・（未定係数法 ）

（例題） ａＣ３Ｈ８ ＋ ｂＯ２ → ｃＣＯ２ ＋ ｄＨ２Ｏ

Ｃについて ３ａ＝ｃ・・・・・・①
Ｈについて ８ａ＝２ｄ・・・・・②
Ｏについて ２ｂ＝２ｃ＋ｄ・・③

①②③式を使って、ａｂｃｄの係数を決める

ａ＝１として、ｃ＝３、ｄ＝４、ｂ＝５

（練習） ａＭｎＯ２ ＋ ｂＨＣｌ → ｃＭｎＣｌ２ ＋ ｄＨ２Ｏ ＋ ｅＣｌ２

Ｍｎについて ａ＝ｃ ａ＝１として ｃ＝１ ｄ＝２
Ｏ について ２ａ＝ｄ
Ｈ について ｂ＝２ｄ ｂ＝４ ｅ＝１
Ｃｌについて ｂ＝２ｃ＋２ｅ

（プリント裏に銅＋希硝酸、銅＋濃硝酸、オストワルド法の化学反応式を追加）
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